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論文の内容の要旨

　心臓は血液循環の源であり，その調節機構の解明は生体のホメオスタシスの機構を知る上で重要である。心臓

はその拍動リズムを司る組織（ぺ一スメーカー）の違いによって生理学的に筋原性と神経原性に大別されている。

甲殻類の心臓は心臓内にあるごく少数のニューロンからなる心臓神経節がぺ一スメーカーとなっていることから

神経原性であるとされてきた。ところが，等脚目のフナムシの心臓においては，その幼体期にはぺ一スメーカー

は心筋にあり，成熟すると心臓神経節に転移することが知られている。著者はこのフナムシの心臓を用いて，中

枢神経から心臓に入り心臓の拍動を促進する神経（促進性心臓神経）の中枢神経内の分布と心臓内分布，そして

心臓調節機構を解明し，さらに発生過程における心臓ぺ一スメーカーの転移に伴って起こる心臓調節機構の変化

を明らかにする目的で研究を行った。

　著者はまず申枢神経と心臓とからなる標本を作製し，申枢神経内の神経細胞の電気刺激が心臓神経節と心筋に

及ぼす効果を調べ，次にその神経の組織内の局在と細胞形態を細胞内染色法により調べた。その結果，1）中枢神

経内には2種類の心臓促進性神経細胞が存在すること，2）この2種の促進神経細胞は中枢神経内部において樹状

突起の分布と形態が異なること，3）いずれの促進性神経も心臓神経節と心筋の両方にシナプス結合をしているこ

と，4）これらの促進性神経は心臓神経節細胞に対してその自発活動を促進し，心筋細胞に対しては脱分極応答を

伴う筋活動電位の増強を起こすことにより，心臓の拍動頻度の増大とその収縮及び緊張度の増加をもたらすこと，

等を明らかにした。

　さらに，著者は筋原性心臓を持つ初期幼体を用いて，心臓ぺ一スメーカーが心筋から心臓神経節へ転移するの

に伴なって起こる心臓調節機構の変化を調べた。その結果，初期幼体の心臓において促進性神経の活動は心臓の

拍動頻度を直接増加させたが，心臓ぺ一スメーカーの心臓神経節への転移に伴って，この拍動頻度に対する効果

（変時性効果）が，心筋に対する効果から心臓神経節に対する効果に変わることを明らかにした。

審査の結果の要旨

本研究論文は甲殻類等脚目のフナムシを用いて，筋原性心臓を持つ幼体と神経原性心臓を持つ成熟個体の心臓
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調節機構について生理学的，形態学的両面から調べた。その結果，成熟個体には2種類の促進性神経が心筋と心

臓神経節の両方に分布していること，幼体から成熟個体へのぺ一スメーカーの転移に伴って促進性神経の作用が

心筋から心臓神経節に移ることを明らかにした。この成果は無脊椎動物における神経原性心臓の機能的進化につ

いての考え方に新たな知見を加えるもので高く評価された。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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